
給実甲第３５１号 新旧対照表（給実甲第１２３６号関係）

（傍線部分は改正部分）

改 正 後 改 正 前

規則第４条関係 規則第４条関係

１ （略） １ （同左）

２ この条の第２項の「人事院が定める場合」は ２ この条の第２項の「人事院が定める場合」は

、職員が当該官署に勤務することとなった日前 、職員が当該官署に勤務することとなった日前

１年以内の当該官署に在勤していた期間の末日 １年以内の当該官署に在勤していた期間の末日

において当該官署が特地官署又は準特地官署に において当該官署が特地官署又は準特地官署に

該当していた場合であって、同日において当該 該当していた場合であって、同日において当該

職員が特地勤務手当に準ずる手当を受けていた 職員が特地勤務手当に準ずる手当を受けていた

とき（同日において当該職員がこの条の第４項 とき（同日において当該職員がこの条の第５項

又は規則第５条第４項の規定により特地勤務手 又は規則第５条第４項の規定により特地勤務手

当に準ずる手当を受けていなかった場合にあっ 当に準ずる手当を受けていなかった場合にあっ

ては、これらの規定の適用がないものとした場 ては、これらの規定の適用がないものとした場

合に同日において特地勤務手当に準ずる手当を 合に同日において特地勤務手当に準ずる手当を

受けることとなるとき）とし、この条の第２項 受けることとなるとき）とし、この条の第２項

の「人事院が定める日」は、当該職員がその勤 の「人事院が定める日」は、当該職員がその勤

務することとなった日の直近に受けていた特地 務することとなった日の直近に受けていた特地

勤務手当に準ずる手当（同日前の直近の特地官 勤務手当に準ずる手当（同日前の直近の特地官

署又は準特地官署に在勤していた期間（当該期 署又は準特地官署に在勤していた期間（当該期

間の全期間においてこの条の第１項又は規則第 間の全期間においてこの条の第１項又は規則第

５条第３項の規定により特地勤務手当に準ずる ５条第３項の規定により特地勤務手当に準ずる

手当を受けていなかった場合にあっては、当該 手当を受けていなかった場合にあっては、当該

在勤していた期間前の直近の特地官署又は準特 在勤していた期間前の直近の特地官署又は準特

地官署に在勤していた期間）の全期間において 地官署に在勤していた期間）の全期間において

この条の第４項又は規則第５条第４項の規定に この条の第５項又は規則第５条第４項の規定に

より特地勤務手当に準ずる手当を受けていなか より特地勤務手当に準ずる手当を受けていなか

った場合にあっては、これらの規定の適用がな った場合にあっては、これらの規定の適用がな

いものとした場合に当該在勤していた期間に受 いものとした場合に当該在勤していた期間に受

けることとなる特地勤務手当に準ずる手当）に けることとなる特地勤務手当に準ずる手当）に

係るこの条の第２項に規定する日とする。 係るこの条の第２項に規定する日とする。

３ （略） ３ （同左）


